
地
球
図
を
あ
し
ら
っ
た
南
蛮
屏
風
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－
在
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
本
に
つ
い
て
一

毎、
マ

野

一

隆

は
　
し
　
が
　
き

　
わ
が
近
世
初
期
に
作
ら
れ
た
屏
風
世
界
図
の
中
に
は
、
南
蛮
人
渡
来
図
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

共
に
一
双
を
構
成
す
る
も
の
が
あ
っ
た
り
、
一
方
で
は
、
南
蛮
風
俗
図
の
函

面
に
天
文
地
理
関
係
の
図
が
あ
し
ら
わ
れ
て
い
る
例
が
あ
っ
た
り
し
て
、
世

界
図
と
南
蛮
風
俗
図
と
が
、
成
立
段
階
に
お
い
て
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
こ

と
を
証
拠
立
て
て
い
る
。
従
っ
て
、
南
蛮
系
世
界
図
の
成
立
を
考
え
る
上
に

お
い
て
、
天
文
地
理
関
係
の
図
を
伴
う
南
蛮
風
俗
図
の
存
在
は
無
視
で
き
な

い
。

　
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
先
に
南
蛮
系
世
界
図
の
系
統
分
類
を
行
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

際
、
関
係
す
る
南
蛮
風
俗
図
に
も
注
意
を
払
っ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
ミ
ュ
ン

ヘ
ン
、
ビ
ッ
テ
ル
ス
バ
ッ
ハ
補
償
基
金
（
芝
葺
①
『
げ
p
o
財
興
》
蛋
ω
σ
q
一
目
。
げ
－

｛
o
鼠
9
竃
欝
畠
魯
）
所
蔵
「
南
蛮
人
交
易
図
」
屏
風
（
以
下
ミ
ュ
ン
ヘ
ン

本
と
略
称
）
に
地
球
図
が
あ
し
ら
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
ら
ず
、
そ
れ
を
議

論
の
対
象
と
は
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
と
い
う
の
も
、
当
時
参
考
文
献
と
し
て

利
用
し
た
岡
本
良
知
・
高
見
沢
忠
雄
『
南
蛮
屏
風
』
（
一
九
七
〇
年
、
鹿
島

出
版
会
）
郷
説
巻
（
一
五
三
頁
）
に
、
「
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
・
ル
プ
レ
ヒ
ト
前
親

王
家
蔵
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
は
い
た
も
の
の
、
掲
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
屏

風
絵
の
断
片
で
あ
り
、
そ
れ
に
は
地
球
図
が
見
え
ず
、
ま
た
解
説
記
事
の
中

に
も
地
球
図
の
こ
と
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
知
る
由
も
な
か
っ

た
わ
け
で
あ
る
。

　
投
稿
後
し
ば
ら
く
し
て
、
た
ま
た
ま
成
澤
勝
嗣
「
狩
野
内
膳
考
」
（
隅
神
戸

市
立
博
物
館
研
究
紀
要
田
野
二
号
、
一
九
八
五
年
）
を
目
に
す
る
に
及
ん
で
、

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
本
に
南
半
球
図
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
お
よ
び
そ
の
複
製
図

版
が
『
在
外
日
本
の
至
宝
』
第
四
巻
、
障
屏
画
（
一
九
八
○
年
、
毎
日
新
聞

社
）
に
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
ま
た
噸
在
外
日
本
の
至
宝
撫
の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
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本
解
説
記
事
を
通
じ
て
、
『
日
本
屏
風
絵
集
成
臨
第
　
五
巻
、
南
蛮
風
俗

（～

緕
ｵ
九
年
、
講
談
社
）
に
も
、
図
版
な
ら
び
に
解
説
が
あ
る
こ
と
を
知

り
、
時
を
経
ず
し
て
閲
覧
を
果
た
し
た
。

　
こ
う
し
た
状
況
か
ら
し
て
、
一
応
の
研
究
条
件
は
整
っ
て
い
る
と
判
断
さ

れ
る
の
で
、
こ
こ
に
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
本
の
地
球
図
お
よ
び
屏
風
絵
そ
れ
自
体
が
、

ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
つ
も
の
な
の
か
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。

　
①
　
池
長
孟
氏
旧
蔵
雨
風
（
現
在
存
否
不
明
）
。
左
記
文
献
に
複
製
さ
れ
て
い
る
。

　
　
池
長
孟
糊
邦
彩
蛮
声
大
宝
鑑
隔
昭
和
八
年
（
原
色
）

　
　
大
阪
市
役
所
編
刊
糊
南
蛮
屏
風
展
観
図
録
隔
昭
和
十
一
年
（
単
色
）

　
②
拙
稿
門
南
蛮
系
徴
長
月
の
系
統
分
類
」
『
論
集
日
本
の
洋
学
』
（
有
坂
隆
道
・
浅

　
　
井
允
陸
染
）
1
、
一
九
九
三
年
、
九
－
八
○
頁

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
本
の
地
球
図

　
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
本
は
、
改
め
て
述
べ
る
ま
で
も
な
く
、
前
述
の
『
日
本
屏
風

絵
集
成
』
第
一
五
巻
お
よ
び
『
在
外
日
本
の
至
宝
』
第
四
巻
に
原
色
複
製
さ

れ
て
い
る
の
で
、
今
で
は
容
易
に
そ
の
全
体
像
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
す

な
わ
ち
、
六
曲
一
隻
の
屏
風
画
面
は
い
わ
ゆ
る
南
蛮
船
出
港
図
で
あ
り
、
右

端
に
は
帆
に
風
を
は
ら
ん
だ
西
洋
帆
船
｝
艘
が
大
き
く
描
か
れ
て
い
る
。
そ

の
第
三
扇
の
上
部
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
円
形
の
図
は
、
明
ら
か
に
南
半
球
を

あ
わ
ら
し
て
お
り
、
こ
の
屏
風
を
実
見
さ
れ
た
高
見
沢
忠
雄
氏
に
よ
る
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

別
の
紙
片
を
貼
り
付
け
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
別
紙
に
描
い
た
天
文
地
理

関
係
の
図
を
切
り
抜
い
て
地
図
屏
風
の
圃
面
に
貼
付
し
て
い
る
例
は
、
南
蛮

系
世
界
図
の
中
で
も
方
眼
図
法
系
乙
種
　
類
に
属
す
る
東
京
国
立
博
物
館
所

蔵
（
以
下
東
博
本
と
略
称
）
、
南
蛮
文
化
館
所
蔵
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学

バ
ー
ク
リ
ー
校
所
蔵
（
三
井
文
庫
弥
蔵
、
以
下
バ
ー
ク
リ
ー
本
と
略
称
）
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

各
藩
に
お
い
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
本
の
措
置
が
異
例

で
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
。
む
し
ろ
、
そ
れ
が
当
時
の
流
儀
で
あ
っ
た
に
ち

が
い
な
い
。
恐
ら
く
、
コ
ン
パ
ス
（
ぶ
ん
回
し
）
を
使
用
す
る
関
係
か
ら
、

主
図
の
大
き
な
画
面
に
直
接
描
く
よ
り
は
、
別
紙
に
描
く
方
が
困
難
が
少
な

か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
円
形
の
別
紙
を
屏
風
の
画
面
に
貼
付
す

る
の
は
、
表
具
師
の
担
当
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
指
示
と
は
異
な
っ
た
位
置
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

貼
付
し
た
り
、
図
形
の
向
き
を
間
違
え
た
り
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か

ら
す
る
と
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
本
の
南
半
球
図
の
向
き
を
問
題
に
し
て
も
、
大
し

て
意
味
は
な
い
が
、
参
考
ま
で
に
述
べ
て
お
く
と
、
ジ
ャ
ワ
島
～
帯
を
上
部
、

南
米
を
下
部
に
置
く
構
図
と
な
っ
て
い
る
。

　
そ
も
そ
も
、
南
北
両
半
球
図
を
副
読
と
し
て
愚
図
の
一
部
に
掲
げ
る
の
は
、

西
洋
の
方
眼
図
法
世
界
図
に
お
け
る
一
般
的
方
式
で
あ
り
、
正
し
く
は
一
点

で
あ
る
べ
き
南
北
両
極
が
、
こ
の
図
法
で
は
赤
道
と
同
じ
長
さ
の
線
分
と
な

っ
て
、
高
緯
度
地
方
の
図
形
の
ゆ
が
み
が
大
き
く
な
る
た
め
、
そ
の
欠
を
補

う
手
段
な
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
同
様
の
欠
陥
の
あ
る
メ
ル
カ
ト
ル
図
法

世
界
図
で
は
、
半
球
図
で
は
な
く
て
、
南
北
両
極
地
方
図
を
副
図
と
す
る
の
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が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
本
の
南
半
球
図
は
、
方
眼
図

法
世
界
図
に
お
け
る
副
図
を
利
用
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。

で
は
、
現
存
す
る
方
眼
図
法
系
の
南
蛮
系
世
界
図
に
掲
げ
ら
れ
る
南
半
球
図

の
う
ち
、
ど
れ
に
類
似
す
る
か
を
調
べ
て
み
よ
う
。

補償基金所蔵南蛮人交易図屏風

　
先
ず
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
本
の
南
半
球
図
の
図
形
的
特
色
を
挙
げ
て
み
る
と
、

ノ
ヴ
ァ
・
ギ
ネ
ア
（
ニ
ュ
ー
・
ギ
ニ
ア
）
を
メ
ガ
ラ
ニ
カ
（
南
方
大
陸
）
と

は
別
の
陸
地
と
し
て
色
分
け
を
し
て
い
る
こ
と
、
南
米
南
端
と
メ
ガ
ラ
ニ
カ

の
間
に
か
な
り
大
き
な
島
を
描
い
て
い
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
と
同
じ

表
現
を
と
る
方
眼
図
法
系
の
南
蛮
系
世
界
図
は
、
筆
者
が
乙
種
一
類
と
し
て

　
括
す
る
東
回
本
、
南
蛮
文
化
館
本
、
バ
ー
ク
リ
ー
本
の
三
点
に
限
ら
れ
て

く
る
。
甲
種
や
丙
種
に
も
南
半
球
図
は
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
乙
種
一
類
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

図
形
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

　
さ
て
、
東
博
本
、
南
蛮
文
化
館
本
に
お
け
る
南
（
北
）
半
球
図
を
見
て
み

る
と
、
外
周
の
円
に
目
盛
り
が
施
さ
れ
て
い
る
上
に
、
・
回
帰
線
と
極
圏
を
示

す
二
つ
の
同
心
円
が
記
入
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
本
に
な
い

も
の
で
あ
る
が
、
メ
ガ
ラ
ニ
カ
を
緑
色
に
塗
る
こ
と
で
は
、
こ
れ
ら
三
者
は

共
通
し
て
い
る
。
海
陸
の
図
形
も
三
者
相
互
に
大
差
は
な
い
の
で
、
ミ
ュ
ン

ヘ
ン
本
の
南
半
球
図
の
原
図
は
、
東
博
本
・
南
蛮
文
化
本
の
そ
れ
と
姉
妹
関

係
に
あ
っ
た
と
断
定
し
て
よ
い
。
で
は
、
東
博
本
、
南
蛮
文
化
館
本
は
い
つ

頃
成
立
を
見
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
南
蛮
文
化
館
本
に
比
べ
て
地
名
に
誤
記
の
少
な
い
麗
麗
本
は
、
周
知
の
よ

う
に
日
本
図
（
行
基
図
）
を
片
双
と
す
る
六
曲
一
双
の
屏
風
で
あ
る
が
、
日

本
図
を
描
く
片
双
に
記
載
さ
れ
る
年
表
の
最
後
が
「
寛
永
」
の
二
字
の
み
で

数
字
を
伴
わ
な
い
の
で
、
寛
永
元
年
（
一
六
二
四
）
の
年
内
に
描
か
れ
た
も
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ミュンヘン，ビッテルスバッ三図1

の
と
思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
外
周
円
に
お
け
る
目
盛
り
お
よ
び
同

心
円
と
し
て
の
回
帰
線
・
極
圏
を
欠
く
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
本
の
南
半
球
図
が
、
東

博
本
の
そ
れ
に
先
立
つ
は
ず
は
な
く
、
屏
風
と
し
て
の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
本
の
制

作
年
代
が
、
寛
永
元
年
を
遡
る
こ
と
は
先
ず
あ
る
ま
い
。
む
し
ろ
、
そ
れ
か

難
誉

籍
1

蛎

　
　
　
だ
齪

、
，
瀬 ミュンヘン本の南半球図図2

ら
か
な
り
の
歳
月
が
経
っ
て
の
ち
の
作
品
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

で
は
一
体
、
制
作
年
代
は
い
つ
だ
つ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
①
前
掲
（
本
文
中
）
『
二
本
屏
風
絵
集
成
』
一
五
巻
、
＝
○
頁

　
②
東
博
本
に
つ
い
て
は
、
大
型
の
写
真
印
画
に
よ
る
判
定
、
南
蛮
文
化
館
本
に
つ

　
　
い
て
は
現
物
に
よ
る
確
認
、
バ
ー
ク
リ
ー
本
に
つ
い
て
は
、
『
桜
田
荘
遺
愛
品
入

　
　
札
目
録
』
（
昭
和
九
年
）
所
載
原
色
複
製
図
版
に
よ
る
判
定
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
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バ
ー
ク
リ
ー
本
は
三
井
文
庫
の
所
蔵
と
な
る
以
前
、
桜
田
荘
（
高
橋
弘
吉
氏
）
の

　
所
蔵
品
で
あ
っ
た
。

③
南
蛮
文
化
館
本
に
お
け
る
貼
付
位
置
の
誤
り
に
つ
い
て
は
、
前
掲
（
は
し
が
き

　
注
②
）
拙
稿
に
記
述
が
あ
る
。
バ
ー
ク
リ
ー
本
は
、
右
の
拙
稿
に
お
い
て
も
指
摘

　
し
た
が
、
六
曲
屏
風
第
一
扇
上
部
の
地
球
説
図
解
（
円
形
）
の
向
き
を
間
違
え
て
、

　
北
を
上
に
す
べ
き
と
こ
ろ
を
東
を
上
に
し
て
い
る
。

④
甲
種
に
属
す
る
N
・
H
・
N
・
モ
デ
イ
旧
蔵
本
の
南
半
球
図
は
、
メ
ガ
ラ
ニ
カ

　
が
著
し
く
小
さ
く
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
本
の
そ
れ
と
は
直
接
の
関
係
が
な
い
と
判
断
さ

　
れ
る
。
丙
種
に
属
す
る
下
郷
共
済
会
文
庫
本
、
出
光
美
術
館
本
そ
の
他
の
南
半
球

　
図
に
お
い
て
は
、
ノ
ヴ
ァ
・
ギ
ネ
ア
と
メ
ガ
ラ
ニ
カ
を
地
続
き
と
し
て
色
分
け
を

　
せ
ず
、
南
米
南
端
と
メ
ガ
ラ
ニ
カ
の
間
に
島
曖
を
描
か
な
い
。

二
　
制
作
年
代
と
作
者

　
す
で
に
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
本
の
右
端
下
部
に
は
「
狩

野
内
膳
亮
國
筆
」
と
い
う
落
款
が
あ
り
、
そ
の
印
章
は
「
顧
」
字
を
刻
ん
だ

壺
形
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
落
款
印
は
、
狩
野
内
膳
重
郷
（
｝
翁
）
の
使
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

印
と
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
が
、
重
郷
は
元
和
二
年
（
｝
六
｝
六
）
に
没

し
て
い
る
の
で
、
南
半
球
図
か
ら
す
る
先
の
推
定
年
代
と
は
矛
盾
す
る
こ
と

に
な
る
。
す
で
に
出
来
上
が
っ
て
い
た
南
蛮
船
出
港
図
に
、
重
郷
の
没
後
誰

か
が
南
半
球
図
を
貼
付
し
た
可
能
性
を
全
面
的
に
は
否
定
で
き
な
い
が
、
ミ

ュ
ン
ヘ
ン
本
の
図
柄
で
あ
る
南
蛮
船
出
港
図
と
一
対
を
な
す
南
蛮
船
日
本
到

着
図
に
北
半
球
図
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
例
を
、
唐
招
提
寺
所
蔵
南
蛮
風
俗
図

屏
風
（
以
下
唐
招
提
寺
本
と
略
称
）
に
お
い
て
見
る
と
き
、
そ
の
可
能
性
は

全
く
な
い
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
で
は
、
南
半
球
図
に
よ
る

推
定
年
代
と
落
款
が
示
す
年
代
と
の
矛
盾
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
よ
い

の
で
あ
ろ
う
か
。

　
こ
こ
で
想
起
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
狩
野
内
膳
と
名
乗
っ
た
の
は

重
湯
だ
け
で
な
く
、
そ
の
子
の
重
良
（
一
渓
）
も
ま
た
内
膳
を
名
乗
っ
て
い

た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
彼
は
慶
長
四
年
（
｝
五
九
九
）
の
生
ま
れ
で
、
寛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

文
二
年
（
一
六
六
二
）
に
没
し
て
い
る
か
ら
、
寛
永
元
年
（
一
六
二
四
）
に

は
二
六
歳
に
な
っ
て
お
り
、
年
代
的
に
は
十
分
に
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
本
の
作
者
た

り
得
る
。
問
題
は
「
顧
」
印
が
誰
の
使
用
印
で
あ
っ
た
か
で
あ
る
。
父
重
郷

（
久
蔵
）
二
　
歳
の
と
き
の
作
で
あ
る
こ
と
が
明
瞭
な
「
平
敦
盛
像
」
（
須

磨
寺
所
蔵
）
に
は
、
「
顧
」
印
で
は
な
く
、
「
曄
」
字
を
刻
ん
だ
も
の
が
用
い

　
　
　
　
③

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
印
は
ま
た
、
有
名
な
「
豊
国
神
社
祭
礼
図
」
（
慶
長
十

｝
年
全
六
〇
六
〉
）
に
も
用
い
ら
れ
て
お
り
、
「
暉
」
印
が
三
郷
の
使
用
印

で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
う
余
地
が
な
い
。
従
っ
て
、
「
顧
」
印
を
も
重
土
が
使

用
し
て
い
た
と
い
う
証
拠
が
な
い
限
り
、
「
顧
」
印
は
重
良
の
落
款
印
と
考

え
ざ
る
を
得
亀
・
直
り
も
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
本
が
葬
に
そ
の
こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
。
も
し
か
り
に
、
「
顧
」
印
が
父
重
郷
の
使
用
印
で
あ
っ
た
と
し

て
も
、
没
後
も
印
章
は
残
る
わ
け
で
、
子
の
重
良
が
使
用
す
る
こ
と
は
可
能

で
あ
り
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
本
に
「
顧
」
印
が
あ
る
か
ら
と
言
っ
て
、
そ
れ
を
も
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っ
て
直
ち
に
重
三
の
作
品
と
考
え
る
必
要
は
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
ミ

ュ
ン
ヘ
ン
本
が
狩
野
重
良
の
手
に
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
動
か
せ
な
い

事
実
と
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
き
、
念
頭
に
浮
か
ぶ
の
は
、
従
来
重
盗
の
作
品

と
考
え
ら
れ
て
き
た
狩
野
内
膳
筆
の
南
蛮
屏
風
の
中
に
、
重
良
の
手
に
な
る

も
の
が
混
入
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、

「
狩
野
内
膳
筆
」
の
落
款
の
あ
る
神
戸
市
立
博
物
館
所
蔵
（
池
長
孟
旧
蔵
）

本
（
六
曲
一
双
、
以
下
神
里
博
内
膳
本
と
略
称
）
の
下
張
り
に
、
承
応
四

年
・
明
暦
元
年
（
共
に
一
六
五
五
）
の
日
付
の
あ
る
書
状
が
用
い
ら
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

た
こ
と
が
、
改
装
の
際
判
明
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
年
は
出
郷
の
没

し
た
元
和
一
一
年
（
一
六
＝
ハ
）
の
三
九
年
後
で
あ
り
、
重
良
五
七
歳
の
年
に

当
た
る
。
高
見
沢
氏
は
「
だ
い
た
い
屏
風
の
装
漢
は
、
屏
風
の
蝶
番
が
紙
で

あ
る
か
ら
五
〇
年
も
経
た
な
い
う
ち
に
破
損
す
る
の
が
常
で
あ
る
。
そ
の
改

修
の
時
、
屏
風
絵
の
裏
張
り
は
新
し
い
反
古
紙
に
よ
っ
て
裏
打
ち
さ
れ
る
の

で
、
そ
の
裏
張
り
の
紙
に
よ
っ
て
屏
風
絵
の
時
代
を
決
定
す
る
こ
と
は
で
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

な
い
。
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
、
こ
の
屏
風
の
制
作
年
に
関
し

て
の
西
村
貞
氏
の
見
解
に
対
す
る
反
駁
理
由
な
の
で
、
成
行
き
と
し
て
西
村

説
に
触
れ
な
い
わ
け
に
は
行
か
な
い
。
西
村
氏
は
下
張
り
の
反
古
に
記
さ
れ

て
い
た
年
代
を
重
く
見
て
、
「
豊
国
神
社
祭
礼
図
」
の
筆
者
の
狩
野
内
膳
と

こ
の
屏
風
の
筆
者
と
は
別
人
で
あ
る
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
「
両
者
の
落
款

書
体
に
雲
泥
の
相
違
が
あ
る
」
と
ま
で
言
っ
て
お
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
と
も

か
く
と
し
て
、
「
重
量
」
（
重
良
）
の
作
で
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
彼
の

正
確
な
落
款
書
体
お
よ
び
南
蛮
屏
風
の
遺
作
が
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
を
も

っ
て
、
態
度
を
保
留
し
て
お
ら
れ
る
。
結
論
と
し
て
は
、
後
世
誰
か
が
記
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

し
た
偽
の
落
款
い
わ
ゆ
る
「
飛
込
み
落
款
」
だ
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
と
言
っ
た
証
拠
も
示
さ
ず
、
安
易
に
「
飛
込
み
落
款
」
と
書
っ
て
よ

い
も
の
か
ど
う
か
、
西
村
氏
の
見
解
に
同
調
す
る
気
に
は
な
れ
ず
、
か
と
書

っ
て
、
五
〇
年
も
経
て
ば
、
屏
風
は
張
替
え
る
も
の
だ
と
す
る
高
見
沢
氏
の

意
見
に
も
素
直
に
は
従
え
な
い
。
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
本
と
構
図
を
同
じ
く
す
る
神

市
博
内
膳
本
の
片
面
は
、
風
景
は
勿
論
人
物
の
姿
態
に
至
る
ま
で
ミ
ュ
ン
ヘ

ン
本
に
類
似
し
て
お
り
、
極
端
な
言
い
方
を
す
れ
ば
、
両
者
の
ち
が
い
は
単

に
南
半
球
図
の
有
無
に
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。
従
っ
て
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
本
が
重

良
の
作
品
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
に
は
、
神
市
章
内
膳
本
も
ま
た
彼
の
手
に
な

る
も
の
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
、
問
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

落
款
印
が
両
者
に
お
い
て
異
な
る
か
ら
で
あ
る
。
神
市
博
内
膳
本
で
は

「
顧
」
印
で
は
な
く
、
「
内
膳
」
印
が
用
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

同
じ
「
内
膳
」
印
は
、
「
五
条
橋
牛
若
丸
弁
慶
図
」
に
も
捺
さ
れ
て
お
り
、

高
見
沢
氏
は
、
そ
の
弁
慶
の
顔
が
リ
ス
ボ
ン
国
立
古
美
術
館
所
蔵
の
南
蛮
屏

風
（
以
下
リ
ス
ボ
ン
本
と
略
称
）
に
描
か
れ
る
象
に
乗
っ
た
黒
人
の
そ
れ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

類
似
す
る
と
し
て
、
い
ず
れ
も
重
要
の
上
長
と
考
え
て
お
ら
れ
る
。
こ
れ
に
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対
し
て
、
成
澤
勝
嗣
氏
は
「
五
条
下
血
若
丸
弁
慶
図
」
を
「
現
段
階
で
は

デ
ー
タ
不
足
の
た
め
、
内
膳
（
海
野
注
、
重
郷
）
筆
に
帰
し
得
る
か
否
か
の

判
断
は
不
可
能
で
あ
る
」
と
し
、
リ
ス
ボ
ン
本
に
つ
い
て
は
「
人
物
を
は
じ

「
典

・
鯉
，
．

嚢麟灘
図屏風（競馬図と6曲1双）

め
、
樹
木
や
岩
の
形
姿
は
全
く
形
式
化
し
て
、
も
は
や
南
蛮
屏
風
へ
の
関
心

が
好
奇
心
、
共
感
か
ら
離
れ
て
、
遊
楽
志
向
へ
と
変
質
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

知
る
の
で
あ
る
」
と
の
見
解
を
示
さ
れ
て
い
る
。
リ
ス
ボ
ン
本
に
は
墨
書
に

よ
る
落
款
は
な
く
、
単
に
既
述
の
「
暉
」
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
の
み
な
の
で
、

成
澤
氏
は
内
膳
工
房
と
も
言
う
べ
き
制
作
者
集
団
の
存
在
を
想
定
し
て
お
ら

れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
か
つ
て
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
よ
う
に
、
南
蛮
系
世
界
図
屏
風
の
場
合
に
は
、

西
洋
製
地
図
の
翻
訳
者
ひ
い
て
は
地
図
原
稿
の
作
者
、
絵
師
、
表
具
師
な
ど

と
言
っ
た
人
々
が
、
制
作
者
集
団
を
構
成
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、

成
澤
氏
の
見
解
に
軍
配
を
あ
げ
た
く
な
る
。
と
な
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品

に
お
け
る
「
内
膳
」
印
の
使
用
者
を
特
定
す
る
こ
と
は
、
困
難
に
ち
が
い
な

い
。
従
っ
て
、
こ
こ
で
は
神
市
博
内
膳
本
の
落
款
の
「
狩
野
内
膳
」
は
重
良

で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
い
う
指
摘
に
と
ど
め
ざ
る
を
得
な
い
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
雛
市
博
内
膳
本
六
曲
一
双
は
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
本
の
失
わ

れ
た
片
鱗
の
絵
柄
を
知
る
に
は
好
都
合
の
資
料
で
あ
り
、
そ
れ
に
は
停
泊
中

の
南
蛮
船
と
上
陸
し
た
南
蛮
人
た
ち
が
描
か
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
の

こ
と
を
一
層
明
確
に
し
て
く
れ
る
の
が
、
ほ
か
な
ら
ぬ
唐
招
提
寺
本
で
あ
り
、

次
に
節
を
改
め
て
、
清
本
お
よ
び
そ
の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
本
の
関
係
を
考
察
す
る

こ
と
と
し
た
い
。

　
①
前
掲
（
本
文
中
）
岡
本
・
高
見
沢
『
南
蛮
屏
風
』
解
説
巻
、
八
八
一
九
四
頁
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セ
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ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ

　
　
　
　
　
　
　
　
コ

　
び
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
　
　
　
　
　
　

　
　
、
「
、
、
、
ミ
、
、

　　

@
懸
爆
．

　　

@　
@　．．

縄
蝶

②
添
田
達
嶺
「
狩
野
一
庵
、
一
二
、
一
渓
及
び
重
壁
重
政
に
就
て
」

　
巻
＝
二
号
、
昭
和
六
年
、
三
一
五
頁

③
前
掲
（
本
文
中
）
成
澤
勝
嗣
論
文

　
　
成
澤
氏
は
「
暉
」
と
読
ん
で
お
ら
れ
る
が
、
「
日
」
偏
の
下
に
は

1　　　・灘
図3　唐招提寺所蔵南蛮風俗

『
占
術
』
九

「
公
」
の
如

　
き
字
画
が
あ
り
、
果
た
し
て
「
暉
」
一
字
な
の
か
否
か
は
疑
わ
し
い
。
し
か
し
、

　
今
は
代
案
が
な
い
の
で
、
成
澤
説
に
従
っ
て
お
く
。

④
「
顧
」
印
の
あ
る
「
山
水
人
物
花
鳥
図
」
（
兵
庫
Y
家
所
蔵
）
に
は
沢
庵
宗
彰

　
の
賛
が
あ
る
が
、
沢
庵
が
没
し
た
の
は
正
保
二
年
（
一
六
四
五
）
で
あ
り
、
「
顧
」

　
印
を
重
良
の
も
の
と
し
て
も
、
年
代
的
に
は
矛
盾
し
な
い
。
こ
の
絵
の
落
款
に
つ

　
い
て
は
、
前
掲
（
本
文
中
）
の
成
澤
論
文
に
記
述
が
あ
る
。

⑤
昭
和
二
十
四
年
の
改
装
の
際
の
事
情
は
、
旧
蔵
者
池
長
孟
氏
に
よ
っ
て
左
記
の

　
文
献
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

　
　
『
市
立
神
戸
美
術
館
収
蔵
南
蛮
美
術
総
目
録
』
（
池
長
孟
執
筆
）
昭
和
三
十
年
、

　
三
一
頁

⑥
前
掲
（
本
文
中
）
岡
本
・
高
見
沢
『
南
蛮
屏
風
』
解
説
巻
、
八
八
頁

⑦
西
村
貞
『
南
蛮
美
術
』
昭
和
三
十
三
年
、
二
〇
ニ
ー
二
〇
三
頁

⑧
前
掲
（
本
文
中
）
岡
本
・
高
見
沢
『
南
蛮
屏
風
』
解
説
巻
、
九
四
頁
に
こ
の
図

　
の
落
款
の
部
分
が
図
版
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

⑨
　
前
掲
（
本
文
中
）
岡
本
・
高
見
沢
『
南
蛮
屏
風
』
解
説
巻
、
入
八
－
九
四
頁

⑩
前
掲
（
本
文
中
）
成
澤
勝
嗣
論
文

⑪
　
前
掲
（
は
し
が
き
注
②
）
拙
稿

三
　
失
わ
れ
た
片
双

　
先
ず
、
唐
招
提
寺
本
に
つ
い
て
概
略
を
述
べ
る
と
、
停
泊
中
の
南
蛮
船
お

よ
び
南
蛮
人
上
陸
の
光
景
を
描
く
片
双
と
、
題
材
と
し
て
は
全
く
無
関
係
な

競
馬
図
の
片
双
と
か
ら
成
る
異
色
の
六
曲
一
双
で
あ
り
、
北
半
球
図
は
前
者

の
第
四
扇
上
部
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
各
隻
の
右
端
下
部
に
「
奉
寄
進
唐
招

提
寺
御
舎
利
宝
前
施
主
不
動
院
賢
盛
」
と
の
墨
書
が
あ
り
、
箱
に
は
「
唐
招
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提
寺
常
住
延
宝
三
年
乙
卯
十
二
月
廿
五
日
施
主
不
動
院
賢
盛
」
と
書
か
れ
て

　
①い

て
、
こ
の
一
双
の
屏
風
が
、
少
な
く
と
も
延
宝
三
年
十
二
月
廿
五
日
（
一

六
七
六
年
二
月
九
日
）
以
前
の
制
作
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

題
材
を
異
に
す
る
二
種
の
六
曲
一
双
の
屏
風
の
残
存
し
た
片
双
を
、
便
宜
的

に
組
合
わ
せ
て
新
た
な
一
双
と
し
た
も
の
で
な
い
こ
と
は
、
大
き
さ
お
よ
び

画
風
か
ら
し
て
疑
う
余
地
は
な
く
、
両
図
は
同
じ
絵
師
の
手
に
な
る
も
の
と

し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
南
蛮
風
俗
図
と
競
馬
図
と
の
組
合
せ
に
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
っ
た
の
か

は
明
か
で
な
い
が
、
南
蛮
人
を
画
面
に
登
場
さ
せ
た
絵
は
、
主
と
し
て
模
写

と
い
う
形
で
は
あ
る
が
、
江
戸
時
代
末
期
ま
で
存
続
し
て
い
る
の
で
、
唐
招

提
寺
本
南
蛮
風
俗
図
が
延
宝
三
年
の
年
内
の
作
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
別
段

驚
く
ほ
ど
の
こ
と
で
も
な
い
。
年
代
の
明
ら
か
な
江
戸
時
代
中
期
以
降
の
南

蛮
風
俗
図
の
例
と
し
て
挙
げ
得
る
の
は
、
立
正
大
学
田
中
啓
爾
文
庫
の
「
南

蛮
風
俗
図
」
お
よ
び
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
の
南
蛮
人
交
易
図
（
一
二
枚
一

組
）
で
あ
っ
て
、
前
者
は
「
探
幽
筆
」
の
原
画
を
「
明
和
八
辛
卯
歳
」
（
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

七
七
一
）
に
「
如
清
」
な
る
絵
師
が
模
し
た
も
の
で
あ
り
、
後
者
は
同
じ
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

材
の
「
探
物
筆
」
の
原
画
の
天
保
十
一
年
（
一
八
四
〇
）
の
模
写
で
あ
る
。

こ
れ
ら
と
構
図
を
同
じ
く
す
る
神
戸
市
立
博
物
館
所
蔵
の
「
南
蛮
人
交
易

図
」
（
六
曲
一
双
）
に
も
、
消
去
さ
れ
た
「
露
華
筆
」
の
文
字
の
跡
が
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

年
代
は
明
か
で
な
い
が
、
模
写
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

一旦壌図4　唐招提寺本の北半球

南
蛮
人
を
登
場
さ
せ
た
絵
画
は
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
人
気
が
あ
っ
た
よ
う

で
、
一
般
に
は
異
国
趣
味
を
満
た
す
歴
史
画
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。
，

　
さ
て
、
本
題
か
ら
遠
の
い
た
議
論
に
な
っ
た
観
が
あ
る
の
で
、
話
題
を
北

半
球
図
に
転
じ
よ
う
。
唐
招
提
寺
本
の
北
半
球
図
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
述
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⑤

べ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
本
の
失
わ
れ
た
片
駒
を
考
え
る
上
で
重

要
な
の
で
、
必
要
な
範
囲
内
で
の
説
明
を
行
っ
て
お
き
た
い
。
南
半
球
・
北

半
球
と
い
う
ち
が
い
は
別
に
し
て
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
本
の
爾
半
球
図
と
比
べ
て

唐
招
提
寺
本
の
北
半
球
図
が
大
き
く
異
な
る
点
は
、
8
外
周
に
目
盛
が
施
さ

れ
て
い
る
こ
と
、
口
回
帰
線
の
ほ
か
緯
度
一
〇
度
二
〇
度
の
平
行
圏
が
同
心

円
と
し
て
記
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
日
三
二
本
の
子
午
線
が
放
射
状
に
引
か

れ
て
い
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
従
っ
て
、
外
周
に
欝
盛
も
な
く
同
心
円
の
記

入
も
な
い
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
本
の
南
半
球
図
に
比
べ
る
と
、
遙
か
に
西
洋
製
の
地

図
に
近
い
表
現
と
な
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
既
述
の
方
眼
図
法
系
乙
種
一

類
の
原
図
と
さ
れ
て
い
る
プ
ラ
ン
キ
ウ
ス
（
℃
Φ
け
H
雌
ω
　
℃
一
四
μ
O
一
β
ω
）
の
方
眼

図
法
世
界
図
（
一
五
九
二
年
刊
）
の
三
図
と
し
て
の
南
北
両
半
球
図
で
は
、

三
六
本
の
子
午
線
、
一
〇
度
毎
の
平
行
圏
お
よ
び
圖
帰
線
・
極
圏
が
記
入
さ

れ
て
お
り
、
外
周
に
は
～
度
毎
の
目
盛
が
あ
る
。
唐
招
提
寺
本
の
北
半
球
図

の
外
周
の
目
盛
お
よ
び
三
二
本
の
子
午
線
の
問
隔
は
、
共
に
不
揃
い
で
あ
り
、

そ
れ
ら
は
単
に
装
飾
を
狙
っ
た
措
置
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
同

様
の
こ
と
は
、
陸
地
内
の
政
治
区
画
を
示
す
色
分
け
に
つ
い
て
も
言
え
る
の

で
あ
っ
て
、
彩
色
に
濃
淡
が
あ
る
た
め
、
～
見
し
た
だ
け
で
は
、
雲
で
あ
る

か
の
如
き
錯
覚
に
陥
る
。
し
か
し
、
目
を
凝
ら
せ
ば
、
太
平
洋
を
上
に
大
西

洋
を
下
に
置
く
北
半
球
図
で
あ
る
こ
と
が
、
そ
の
図
形
か
ら
知
ら
れ
る
。
い

ず
れ
に
し
て
も
、
唐
招
提
寺
本
の
北
半
球
図
を
も
っ
て
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
本
の
失

わ
れ
た
片
双
の
そ
れ
と
す
る
に
は
、
表
現
に
違
い
が
あ
り
過
ぎ
る
。
失
わ
れ

た
片
双
の
北
半
球
図
は
、
現
存
片
双
の
南
半
球
図
と
同
様
、
外
周
に
目
盛
が

な
く
、
回
帰
線
・
極
圏
の
記
入
の
な
い
も
の
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

　
そ
う
し
た
表
現
上
の
相
違
は
あ
っ
た
に
せ
よ
、
共
に
六
曲
屏
風
で
あ
る
か

ら
に
は
、
北
半
球
図
を
掲
げ
る
位
置
に
は
変
わ
り
が
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
失
わ
れ
た
片
双
の
第
四
扇
上
部
に
北
半
球
図
が
置
か
れ

て
い
た
こ
と
に
な
る
。
現
存
片
双
の
南
半
球
図
の
位
置
が
第
三
扇
上
部
で
あ

る
か
ら
、
落
款
が
右
端
に
あ
る
現
存
片
双
を
右
隻
と
し
た
場
合
、
ま
さ
し
く

両
半
球
図
の
位
置
は
左
右
相
称
と
な
り
、
疑
問
の
余
地
は
な
い
。
し
か
し
、

も
し
か
り
に
左
右
両
隻
が
逆
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
左
右
相
称
と
な
る
の
で
、

別
の
角
度
か
ら
の
検
討
が
必
要
と
な
る
。

　
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
本
、
唐
招
提
寺
本
の
各
半
球
図
は
、
既
述
の
よ
う
に
方
眼
図

法
系
乙
種
一
類
の
爾
蛮
系
世
界
図
の
副
図
に
端
を
発
し
て
い
る
の
で
、
こ
の

系
統
の
無
界
図
に
お
け
る
南
北
両
半
球
図
の
位
置
関
係
を
見
て
み
る
と
、
東

劇
評
、
南
蛮
文
化
館
本
で
は
共
に
南
半
球
図
を
主
導
と
し
て
の
世
界
図
の
右

側
に
、
北
半
球
図
を
左
側
に
置
い
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
バ
ー
ク
リ
ー

本
で
は
そ
の
逆
に
な
っ
て
い
る
が
、
シ
ベ
リ
ア
に
「
天
埜
」
（
イ
ン
ド
）
、

「
れ
う
じ
ゆ
せ
ん
」
（
霊
鷲
山
、
イ
ン
ド
の
仏
跡
）
、
ノ
ヴ
ァ
・
ギ
ネ
ア
に

門
譲
国
」
、
北
米
西
岸
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
そ
れ
と
重
複
し
て
「
い
た
り
や
」

を
記
入
す
る
な
ど
、
退
化
の
著
し
い
露
な
の
で
参
考
に
値
し
な
い
。
何
よ
り
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も
原
図
の
プ
ラ
ン
キ
ウ
ス
図
に
お
い
て
、
右
下
隅
に
南
半
球
図
、
左
下
隅
に

北
半
球
図
が
置
か
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
を
基
準
に
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
つ

ま
り
、
南
半
球
図
を
右
に
、
北
半
球
図
を
左
に
置
く
の
が
、
本
来
の
方
式
で

あ
っ
た
わ
け
で
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
本
の
南
半
球
図
を
掲
げ
る
現
存
片
双
は
右
隻

な
の
で
あ
る
。
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
本
の
完
全
な
一
双
は
、
順
風
満
帆
の
南
蛮
船
を

描
く
異
国
出
港
図
を
右
隻
と
し
、
停
泊
中
の
南
蛮
船
お
よ
び
南
蛮
人
日
本
上

陸
を
描
く
図
を
左
隻
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
一
双
の
屏
風
絵
と

し
て
の
構
図
か
ら
し
て
も
当
然
な
こ
と
で
あ
っ
て
、
右
に
向
か
っ
て
帆
走
す

る
南
蛮
船
が
屏
風
絵
金
体
の
右
端
に
あ
っ
て
こ
そ
、
前
方
に
ひ
ろ
が
る
広
大

な
海
原
を
脳
裡
に
浮
か
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
逆
の
両
隻
の
配
置
で
は
、

帆
走
中
の
大
型
船
の
す
ぐ
前
方
に
行
手
を
遮
る
か
の
よ
う
に
、
同
じ
よ
う
な

大
型
船
が
停
止
し
て
い
る
と
い
う
珍
妙
な
構
図
と
な
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

こ
の
珍
妙
な
構
図
が
美
術
史
学
界
で
承
認
さ
れ
て
い
る
ら
し
い
の
に
は
驚
き

　
　
　
　
⑥

を
隠
せ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
か
つ
て
触
れ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
神
詣
博
内
膳
本
の
三
蔵
者
池
長
孟
氏
は
、

「
異
国
海
港
出
帆
図
」
を
「
右
半
双
」
、
「
本
邦
港
門
来
朝
図
」
を
「
左
半

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

双
」
と
し
て
お
ら
れ
る
か
ら
、
こ
れ
は
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
な
が
ら
、
落

款
は
右
隻
右
端
、
左
隻
左
端
に
置
か
れ
て
い
る
と
す
る
判
断
で
あ
る
。
こ
の

池
長
氏
の
見
解
を
無
視
さ
れ
る
幽
界
見
沢
氏
が
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
本
と
同
じ
落
款

が
右
端
に
あ
る
「
梅
花
孟
子
図
」
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
右
隻
と
し
、
こ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

と
一
双
を
な
す
左
端
に
落
款
の
あ
る
「
丹
楓
群
鹿
図
」
を
左
隻
と
さ
れ
る
。

こ
の
配
置
で
あ
れ
ば
、
落
款
の
位
置
は
当
然
、
右
心
右
端
、
面
罵
左
端
で
あ

り
、
神
石
博
内
膳
本
に
お
け
る
落
款
の
位
置
の
扱
い
と
は
異
な
っ
て
く
る
。

つ
ま
り
、
内
膳
の
落
款
の
あ
る
一
双
の
屏
風
に
つ
い
て
、
あ
る
と
き
は
右
隻

右
端
、
歯
石
左
端
に
落
款
が
あ
る
と
し
、
あ
る
と
き
は
右
隻
左
端
、
左
心
右

端
に
そ
れ
が
あ
る
と
い
う
恣
意
的
判
断
を
し
て
お
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
そ
も
そ
も
、
一
双
の
屏
風
の
場
合
、
落
款
（
落
款
印
を
含
む
）
は
ど
の
位

置
に
置
く
べ
き
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
南
蛮
屏
風
以
外
の
屏
風
絵
に
つ
い
て

の
実
情
を
知
る
た
め
に
、
か
つ
て
東
京
国
立
博
物
館
編
刊
噸
特
別
展
図
録
日

本
の
水
墨
画
撫
（
一
九
八
九
年
）
所
載
の
該
当
す
る
作
品
＝
二
点
に
つ
い
て

確
認
し
た
と
こ
ろ
、
彰
城
百
川
「
梅
図
」
（
一
七
四
九
年
）
を
除
い
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

す
べ
て
右
隻
右
端
、
左
隻
左
端
の
位
置
で
あ
っ
た
。
今
回
、
さ
ら
に
前
園
と

は
重
複
し
な
い
毎
日
新
聞
社
刊
『
在
外
日
本
の
至
宝
臨
第
三
巻
、
水
墨
画

（一

緕
ｵ
九
年
）
、
第
四
巻
、
障
屏
颪
（
一
九
八
○
年
）
、
第
六
巻
、
文
墨

画
・
諸
派
（
同
上
）
そ
れ
ぞ
れ
に
収
載
の
作
品
二
四
点
を
調
査
対
象
と
し
て

み
た
が
、
右
隻
右
端
、
左
隻
左
端
は
ニ
工
点
に
も
の
ぼ
り
、
例
外
は
両
隻
共

左
寄
り
に
落
款
の
あ
る
与
謝
蕪
村
「
柳
塘
晩
露
図
」
と
画
面
彩
色
濃
厚
の
た

め
位
置
不
規
則
の
蛇
玉
「
雪
夜
松
重
梅
鴉
図
」
（
江
戸
時
代
）
の
二
点
の
み

で
あ
っ
た
。
な
お
、
第
三
巻
所
収
の
雪
村
解
髪
「
竜
虎
図
」
（
室
町
時
代
）

は
、
前
回
す
で
に
対
象
と
し
た
の
で
重
複
を
避
け
て
除
外
し
て
お
り
、
二
四
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点
と
い
う
の
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
こ
の
図
を
含
ま
な
い
数
字
で
あ
る
。

前
後
二
回
に
わ
た
る
右
の
調
査
を
総
合
し
て
み
る
と
、
対
象
と
し
た
一
双
構

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

成
の
屏
風
絵
三
七
点
の
う
ち
、
落
款
の
位
置
が
信
号
右
端
、
左
隻
左
端
で
な

い
も
の
は
、
わ
ず
か
に
三
点
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
れ
ら
三

点
の
う
ち
に
、
右
隻
左
端
、
左
隻
右
端
に
落
款
を
置
く
作
品
が
皆
無
で
あ
る

と
い
う
こ
と
こ
そ
、
神
薫
製
内
膳
本
の
落
款
位
置
に
関
す
る
現
行
の
解
釈
の

無
謀
さ
を
証
明
す
る
以
外
の
何
物
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
翻
っ
て
、
ミ
ュ
ン

ヘ
ン
本
を
右
隻
と
見
た
先
の
判
断
は
、
こ
う
し
た
屏
風
絵
一
般
に
お
け
る
落

款
位
置
の
状
況
か
ら
し
て
も
、
揺
る
ぎ
な
い
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
、
議
論
が
多
岐
に
わ
た
っ
た
嫌
い
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
な
の
で
、
解

明
の
結
果
を
整
理
し
て
結
び
と
し
よ
う
。
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
本
の
存
在
に
よ
っ
て

明
ら
か
に
な
っ
た
第
～
の
点
は
、
従
来
、
そ
の
南
蛮
屏
風
と
し
て
の
構
成
が

不
明
確
で
あ
っ
た
唐
招
提
寺
本
の
本
来
の
～
双
と
し
て
の
屏
風
絵
の
全
容
を

知
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
南
半
球
図
を
掲
げ

る
南
蛮
船
出
港
図
と
北
半
球
図
の
あ
る
南
蛮
船
日
本
到
着
図
と
か
ら
成
る
一

双
の
屏
風
絵
が
か
つ
て
存
在
し
た
こ
と
を
明
瞭
に
し
た
と
い
う
点
で
あ
る
。

第
…
…
点
は
、
こ
の
こ
と
と
も
関
連
す
る
が
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
本
に
お
け
る
落
款

の
位
置
お
よ
び
南
半
球
図
か
ら
し
て
、
南
蛮
船
出
港
図
と
南
蛮
船
日
本
到
着

図
と
を
一
双
と
す
る
屏
風
の
場
合
、
前
者
が
右
隻
、
後
者
が
左
隻
で
あ
る
こ

と
が
明
確
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
第
三
点
は
、
そ
の
南
半
球
図
が
南
蛮
系

世
界
図
の
う
ち
の
方
眼
図
法
系
乙
種
…
類
の
副
図
と
同
種
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

鯛
作
年
代
は
寛
永
元
年
（
一
六
二
四
）
以
降
の
可
能
性
が
高
く
、
従
っ
て
落

款
の
「
狩
野
内
膳
亮
」
は
、
元
和
二
年
（
一
六
一
六
）
に
没
し
た
狩
野
出
郷

で
あ
ろ
う
は
ず
は
な
く
、
そ
の
子
の
内
膳
重
良
（
一
五
九
九
一
＝
ハ
六
二

年
）
に
当
て
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
「
内
膳
」
と
い
う
落
款
を
重
郷

に
限
定
で
き
な
い
こ
と
を
わ
れ
わ
れ
に
知
ら
し
め
た
点
で
あ
る
。

　
幸
い
に
し
て
、
本
稿
が
美
術
史
学
界
に
～
石
を
投
じ
る
こ
と
に
な
る
な
ら

ば
、
駄
文
も
っ
て
冥
す
べ
し
で
あ
る
。

　
①
朝
日
薪
聞
社
刊
糊
唐
招
提
寺
展
』
一
九
八
七
年
、
七
〇
頁
（
七
〇
1
七
［
頁
に

　
　
は
屏
風
一
双
の
原
色
複
製
図
版
が
あ
る
）

　
　
　
左
記
の
文
献
に
も
複
製
さ
れ
て
い
る
が
、
片
双
の
競
馬
図
は
省
か
れ
て
い
る
。

　
　
　
前
掲
（
は
し
が
き
注
①
）
『
南
蛮
屏
風
展
観
図
録
㎞
（
単
色
）

　
　
　
岡
本
良
知
『
南
蛮
美
術
臨
（
平
凡
社
日
本
の
美
術
1
9
）
～
九
六
五
年
（
単
色
、

　
　
部
分
原
色
）

　
　
　
小
学
館
刊
『
原
色
日
本
の
美
術
㎞
第
二
五
巻
、
南
蛮
美
術
と
洋
風
画
、
～
九
七

　
　
〇
年
（
原
色
）

　
　
　
前
旧
掲
（
本
文
中
）
聞
凹
目
・
世
阿
開
園
沢
『
歯
…
亦
黒
屏
風
隔
図
録
巻
（
第
四
・
五
・
⊥
ハ
［
扇

　
　
原
色
）
、
解
説
巻
（
単
色
）

　
　
　
坂
本
満
『
南
蛮
屏
風
㎞
（
至
文
堂
日
本
の
美
術
～
三
五
）
一
九
七
七
年
（
単
色
、

　
　
仙
六
四
・
五
扇
原
色
）

　
　
　
前
掲
（
本
文
中
）
糊
日
本
屏
風
絵
集
成
』
第
～
五
巻
（
原
色
）

　
②
『
古
地
図
・
浮
世
絵
に
み
る
開
港
名
品
展
隔
（
昭
和
六
十
二
年
、
太
田
記
念
美

　
　
術
館
）
に
図
版
と
し
て
三
幅
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
す
べ
て
な
の
か
否

　
　
か
は
説
明
が
な
い
。
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③
　
勝
盛
典
子
「
南
蛮
人
交
易
図
屏
風
に
つ
い
て
」
噸
博
物
館
だ
よ
り
㎞
（
神
戸
市
立

　
博
物
館
）
二
四
号
、
一
九
八
八
年
、
六
－
七
頁

④
左
記
の
文
献
に
単
色
複
製
さ
れ
て
い
る
。

　
　
勝
盛
典
子
前
掲
（
三
豊
③
）
論
文

　
　
神
戸
市
立
博
物
館
編
『
特
別
展
南
蛮
見
聞
録
』
～
九
九
二
年
、
五
一
…
五
五
頁

　
　
立
正
大
学
田
中
啓
爾
文
庫
本
の
紹
介
さ
れ
て
い
る
三
幅
を
神
戸
市
立
博
物
館
所

　
蔵
の
南
蛮
人
交
易
図
と
対
比
し
て
み
る
と
、
図
3
6
は
左
隻
第
六
扇
、
図
3
7
は
左
隻

　
第
二
溺
、
図
3
8
は
右
転
第
二
扇
の
図
柄
と
一
致
す
る
。

⑤
前
掲
（
は
し
が
き
注
②
）
拙
稿

⑥
個
人
的
見
解
を
排
し
て
、
定
説
を
述
べ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
辞
典
項
目
の
解

　
説
記
事
左
記
二
種
に
拠
っ
た
。

　
　
成
瀬
不
二
雄
「
南
蛮
屏
風
」
『
平
凡
社
大
百
科
事
典
㎞
第
一
一
巻
、
一
九
八
五

　
年

　
　
坂
本
満
「
南
蛮
屏
風
」
隅
国
史
大
辞
典
』
第
一
〇
巻
、
一
九
八
九
年

⑦
前
掲
（
は
し
が
き
注
②
）
拙
稿

⑧
前
掲
（
二
注
⑤
）
州
市
立
神
戸
美
衛
館
収
蔵
南
蛮
美
術
総
目
録
』
三
〇
頁

⑨
前
掲
（
本
文
申
）
岡
本
・
葛
見
沢
隅
南
蛮
屏
風
㎞
解
説
巻
、
九
四
頁

⑩
前
掲
（
は
し
が
き
注
②
）
拙
稿

　
例
外
の
「
画
図
」
に
し
て
も
、
右
隻
の
落
款
が
第
二
扇
に
あ
る
の
は
、
構
図
に
差

　
障
り
の
な
い
箇
所
を
選
ん
で
い
る
の
で
あ
っ
て
、
左
隻
の
落
款
は
左
下
部
に
あ
る
。

⑪
本
文
中
に
そ
の
名
を
挙
げ
た
狩
野
内
膳
の
門
梅
花
雑
益
図
・
丹
楓
群
鹿
図
」
の

　
～
双
は
、
当
然
と
は
い
え
、
『
特
別
展
図
録
日
本
の
水
墨
画
』
お
よ
び
開
在
外
日

　
本
の
至
宝
輪
に
は
複
製
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
三
七
点
の
う
ち
に
は
含
ま
れ
て
い

　
な
い
。
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大
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